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【解答】1 

難易度★（絶対に正解したい） 

電波法に定める基本的な定義です。どの項目がどう出題されても正解できるようにしておきましょう。 

「電波」とは、三百万メガヘルツ以下の周波数の電磁波をいう。 

「無線電信」とは、電波を利用して、符号を送り、又は受けるための通信設備をいう。 

「無線電話」とは、電波を利用して、音声その他の音響を送り、又は受けるための通信設備をいう。 

「無線設備」とは、無線電信、無線電話その他電波を送り、又は受けるための電気的設備をいう。 

「無線局」とは、無線設備及び無線設備の操作を行う者の総体をいう。但し、受信のみを目的とするものを含

まない。 

「無線従事者」とは、無線設備の操作又はその監督を行う者であつて、総務大臣の免許を受けたものをいう。 
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【解答】3 

難易度★★（ちょっと考えるかもしれないけど、必ず正解したい） 

A：工事設計を変更するためには、届け出ではなく許可を受ける必要があります。 

B・C：周波数、電波の形式、空中線電力に変更を来さず、かつ技術基準に合致しなければなりません。 
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【解答】4 

難易度★（簡単な問題ですが、電気事業法とは定義が異なることに注意） 

交流 300V もしくは直流 750V 以下の電圧が低圧、これを超えると高圧と定義されています。 

電気工事士試験などでは、交流が 300V ではなく 600V を超えるものが高圧と定義されているため、電気工事士

試験の勉強経験者は混乱しないように気を付ける必要があります。 

（以前は両方ともに 300V が低圧と高圧の境目でしたが、電気事業法の方だけ改定されて 600V になったという

歴史的経緯があります） 
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【解答】4 

難易度★★★（法規の中では一番難しい部類の問題） 

A は「高調波の強度等」です。これによって正解は 2 か 4 に絞られます。 

B は「特性周波数の基準周波数」、C は「0.5％」です。 
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【解答】2 

難易度★★（できれば正解したい） 

次のように定義されています。 

第二十二条 空中線の指向特性は、左に掲げる事項によって定める。 

一 主輻ふく射方向及び副輻ふく射方向 

二 水平面の主輻ふく射の角度の幅 

三 空中線を設置する位置の近傍にあるものであつて電波の伝わる方向を乱すもの 

四 給電線よりの輻ふく射 
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【解答】3 

難易度★（確実に正解したい問題） 

無線従事者免許証は、運転免許と同様、業務従事中は携帯する義務があります。 

無線従事者免許証は、氏名に変更を生じたときなどは再交付申請を行います。無線従事者免許証には住所欄は

ありません。 

免許取り消し処分を受けた場合、10 日以内に返納する義務があります。 
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【解答】3 

難易度★（ちょっと考えれば消去法ですぐ分かる問題） 

非常通信の訓練のための通信、無線機器の試験・調整のための通信、電波の規正に関する通信は、免許状に記載

された目的等にかかわらず行うことができます。 

免許人以外の者のために行う通信は、行うことができません。 
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【解答】1 

難易度★★（難しい問題ですが、何とか正解したい…） 

解答選択肢 1 の通りに規定されています。 

しかし、選択肢 A・B・C ともにどの項目も当てはまりそうですので、出来れば正しい条文を覚えておきたい問

題です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★（少し難しめの問題ですが、何とか正解したい） 

難しい問題ですが、選択肢 1 は良いとして、選択肢 3・4 については、職員を派遣して設備を検査する必要があ

ることが十分推測できるのに対し、選択肢 2 は、検査結果に対して軽微な措置を指示しただけなので、再度検査

を行う必要まではないと考えることができます。 
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【解答】2 

難易度★（簡単。確実に正解しましょう） 

不正手段で無線従事者免許を取得したのですから、免許取り消しに該当します。  
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【解答】3 

難易度★★（ちょっと覚えにくいですが、何とか正解したい） 

選択肢 3 のように規定されています。 

第七十六条 総務大臣は、免許人等がこの法律、放送法若しくはこれらの法律に基づく命令又はこれらに基づ

く処分に違反したときは、三月以内の期間を定めて無線局の運用の停止を命じ、又は期間を定めて運用許容時

間、周波数若しくは空中線電力を制限することができる。 
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【解答】4 

難易度★（必ず正解したい問題） 

常識で考えても、自分で勝手に廃棄してはいけません。 


